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ことにつながっていく。乳幼児が言葉を話し
始める過程と同様に、音楽も「聴く」ことで
インプットされ、蓄積された数々の音が音楽
を表現し、創造することにつながるのである。
このように音楽は、聴覚によって感受したこ
とを基に始まると言っても過言ではない。
　以前、筆者は０、１歳児と保護者を対象に
した音楽講座を実践する機会があったが、そ
こでは、母親の膝の上でじっと母親の声に耳
を傾け、母親の身体を通じて感じるリズムを
楽しむ乳幼児の姿が見られた。誰一人、泣き
だすことも、注意散漫になることもなく、音
楽に集中する様子が観察できた。筆者は、こ
の実践活動において「聴くこと」に着目し、
母親と乳幼児の活動が乳幼児にどのような働
きをしたかを明らかにすることで、今後の乳
幼児の活動に対する効果的な検証になるので
はないかと考えた。
　では、乳幼児が音楽を効果的に吸収するた
めには、指導者はどのようなことに配慮すべ
きだろうか。それにはまず、乳幼児が安心で
きる環境と人が必要である。乳幼児にとって、

Ⅰ　はじめに

　近年、様々な教育分野において早期教育が
注目され、習い事を始める時期が低年齢化し
てきている。音楽教育においては、０歳児に
対してのみならず、生まれる前から始める胎
教の効果も研究されている。人は、胎児の時
から母体を通じて音を聞いていると言われて
いるが、まだ言葉能力や歩行機能が確立して
いない、表現方法が限られている乳児には、
どのような音楽教育が効果的だろうか。
　普段、人は音楽だけではなく、自然音や生
活音などの日常的な環境音や、様々な響きか
ら刺激を受けている。私たちの周りには、絶
えず多種多様な音が溢れ、意識しない時も含
めて、聴覚は24時間働き続けているのである。
私たちの聞く音は、ただ単に外から聞こえる
音だけではなく、何かの空気振動を通じて感
じる音や、物体に触れることで体内に響き聴
覚器官に達して聞こえる音もある。これらの
刺激を通して心に受け止められ、蓄えられた
多様な音のイメージは、後に音楽を表現する
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ことが以下の研究で明らかになっている。胎
児に母親の声を聞かせると心拍数があがり、
口をあける回数が増える。また、新生児に母
親の声を聞かせると、動いていた新生児が動
きを止めて穏やかになる。さらに、新生児は、
哺乳する際に何回か吸って休憩することを繰
り返すが、母親の声を聞くために哺乳パター
ンを変化させることがわかっている２）。
　このように、母親の声がいかに乳児にとっ
て親しみがあり、特別な音なのか明らかであ
るが、音声だけではなく、母親の乳児への話
しかけ方にも特徴的な音声表現が見られる。
それはマザリーズと呼ばれ、日本だけの現象
ではなく、世界共通であることが知られてい
る。やや高い声で、抑揚が大きく、テンポが
ゆっくりした特徴があり、母親が乳児に話し
かける時には、自然にこのような話し方にな
るのである３）。そして、大人へ向けての話し
方に比べて、マザリーズで話しかけられる時
の方が、乳幼児の脳血流が増え、脳の反応が
活発になることもわかってきた４）。
　この語りかける方法は、母親以外の養育者
が乳児とコミュニケーションを図る際にも用
いられ、乳児の関心をひきつけ、コミュニケー
ション能力を発達させる重要な役割を担って
いる。
　さらに、このような効果は、マザリーズだ
けに限ったことではないことが明らかになっ
てきた。やや高い音で、テンポがゆったりし
ていて、繰り返すメロディーが多いことが特
徴の子守歌にも、マザリーズの抑揚や発声と
類似する点がある５）。そして同様に、子守歌
にも、母の声を聞かせた時と似たような効果
があることがわかっている。早産の乳児に、
おしゃぶりを吸うと音楽が流れる設定の実験
をしたところ、何も聞こえない時に比べて、

胎児の時から聞きなれた母親の子守歌や語り
かけ、そして触れ合いを通じて音楽を共有す
ることが何よりも大切であり、そうしたリ
ラックスした状態でこそ、自然に音に対する
興味が湧くのである。
　本論文では「聴く」ことに焦点を当て、脳
科学の視点から、乳児の聴覚の発達や、上記
のような母親の声が乳児に与える影響などを
明らかにする。次に、19世紀後半から20世紀
にかけて世界的に影響を与えた音楽教育家、
コダーイ、ダルクローズ、オルフ３名それぞ
れの、音楽教育法を比較する。内的聴力を育
てるための読譜メソッドや歌唱を取り入れた
コダーイ、身体を使った音楽表現を重視した
ダルクローズ、そして即興演奏と創造性を高
める教育に力を入れたオルフが「聴く」こと
をどう捉えているかを明示する。これらの音
楽教育法を基に、乳児の聴覚の発達に即した
マザリーズや子守歌を取り入れた事例研究を
分析し、乳幼児が保護者を通してどのように
音を感受しているかを検証する。

Ⅱ　乳児の聴覚の発達と母親の声

　人は、母親の胎内にいる10ヶ月間のうち、４、
５ヶ月頃から音が聞こえていると言われてい
る。音の種類は主に３つに分類される。一つ
目は、母親の心臓の音や腸の動く音など母親
の体内音、二つ目は、空気中を伝わる外界の
環境音であるが、これは母体を通過して子宮
内に伝わるので、音は減衰されて届く。三つ
目は母親の声で、この音は空気中を伝わって
環境音として届き、同時に母親の身体の振動
として伝わるので、胎児にとって最もよく聞
こえる音と考えられている１）。
　そして、胎児に届きやすい聞きなれた母親
の声は、知らない女性の声と区別されている
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覚が育つことであり、それはつまり、目で見
たことが聴覚を通してイメージできるように
なることであった。目で見たこととは、楽譜
のことであり、読譜力を獲得するために様々
な手法を用いた。下記に紹介する、移動ド唱
法、ハンドサイン、リズム唱は、全て楽譜を
読む力をつけるために活用され、楽譜から音
楽をイメージできるようになることを目指し
たものである。
　それらの手法と同時に、コダーイは、子ど
もたちに音を聴く能力や和声の響きを感じる
力を習得させるため、歌唱にも力を注いだ。
コダーイは、他の子どもたちと声を合わせて
歌うことで、音楽のすべての能力を発達させ
ることができ、合唱によってこそ高い芸術性
を育むことができると考えた。楽器を弾く際
にも、声によってメロディーを理解し表現し
てから楽器を弾くべきとしている９）。
　そして、子どもたちの歌唱力を上げるため
に、それまであまり作曲されていなかった、
学校の生徒を対象にした芸術的レベルの高い
合唱曲や練習曲を作曲した10）。
　コダーイ・メソッドの歌唱においては、正
しい音程で歌うことで音高に対する意識を高
めることを目標とする。具体的な方法として
は、フレーズ模倣唱や異なるフレーズで歌い
かえす応答唱が行われる。模倣唱では、教師
の声の高さを聴き取り、同じ高さの音で歌う
練習をすることにより、次第に音の高低やリ
ズム、ダイナミクスを聴き分けることができ
るようになる。

１．コダーイ・メソッドの特徴

（１）ペンタトニックスケール

　導入時期の子どもたちが半音を正確に歌う
ことは難しいと考え、正確に歌い、音楽を読

音楽が聞こえる時の吸う回数が２倍以上に増
えたのである６）。この研究の、音楽を聴くた
めに哺乳回数が増えるという原理を応用して、
アメリカでは哺乳力が弱い乳児の保育訓練の
治療に、音楽を聴かせる方法が取り入れられ
ている。また、子守歌などの音楽を早産児や
低出生体重児の発育を促進するために、音楽
療法として使われている７）。
　本項では、脳科学の視点から乳児の聴覚の
発達や特徴、そして母親の声の重要性につい
て明らかにした。次に、世界的に影響を与え
た音楽教育者のコダーイ、ダルクローズ、オ
ルフェが「聴く」ことをどのように捉え、位
置付けているか比較する。

Ⅲ　コダーイ・ゾルターンの音楽教育に
ついて

　コダーイ（1882～1967）は、ハンガリーの
作曲家、音楽教育家、そして民族音楽研究者
である。同時期に活躍したバルトークと共に
ハンガリー民謡を収集し、ハンガリーの伝統
音楽の教育に力を入れた。
　コダーイの、音楽が限られた人だけのもの
ではなく、すべての人が音楽芸術にふれるこ
とができるようにしたいという考え方が、学
校の音楽教育を充実させ、その活動は「コダー
イ・メソッド」として世界の教育運動へ影響
を与えた。元々は、ハンガリーの音楽レベル
を向上させるためのものだったが、この教育
運動が大きな成果をあげたことで世界中の注
目を浴び、アメリカなど各国に広がっていっ
た８）。そのメソッドは、コダーイだけで創り
上げたシステムではなく、彼の方針を基に後
継者によって工夫され、発展した教育法なの
である。
　コダーイの聴力に関する目標は、内的聴感
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（４）リズム唱

　リズムトレーニングとしては、リズム唱が
使われた。
　各音化にそれぞれ特有の呼び方をあてはめ
る。例えば、四分音符は「♩＝タ―」、八分
音符は「♫＝ティティ」など、リズムパター
ンを覚え、楽譜のリズムを読めるようになる
ために活用される。このリズム名は、フラン
スの音楽教育法から借用され、トニックソル
ファ法でも用いられている14）。
　コダーイは、子どもたちの内的聴感覚を育
てるために上記のような方法を用いて読譜力
を習得させ、また、正確な音程の歌唱によっ
て、聴く力や和声感覚を身に付ける教育法を
考案した。

Ⅳ　エミール・ジャック・ダルクローズ
のリトミック教育について

　リトミックを創案したダルクローズ（1865
～1950）は、ウィーンで生まれ、スイスで活
躍した作曲家、音楽教育者である。ジュネー
ブ音楽学校で和声理論を教えた後、音楽と身
体の動きを融合した、リトミックを教育の中
に導入した。
　ダルクローズは、音楽を単に耳で聴取する
のではなく、動きを伴った身体で音楽を表現
する音楽教育の有効性を説いた。聴く力と即
座に音楽をイメージし表現できる力を養い、
全身の機能を使って内的聴感を育てることが
目標である。身体運動を通して、メロディー、
リズム、ハーモニー、ダイナミクスなど音楽
の要素を知覚し、表現することを発達させて
いく15）。
　教育内容は、①リズム運動など身体を使っ
て音楽に即座に反応する、②聴こえてくる音
楽を模倣し、イメージを表現する、③自分の

む力を付けるために、５音音階に基づいたペ
ンタトニックスケールが用いられる。半音音
階を作るファやシは使われず、ド、レ、ミ、ソ、
ラの５音だけで構成される音階である11）。

（２）ハンドサイン

　コダーイ・メソッドでは、移動ド唱法が使
われるが、楽譜がまだ読めない子どもたちに
移動ド唱法を教えるために、ハンドサインが
使われる。ハンドサインは、イギリスのジョ
ン・カーウェン（John Curwen, 1816～1880）
が開発したソルファ・システムを採用してい
る。それは、コダーイが音楽教育の研究のた
めに訪れた、イギリスの学校の聖歌隊の子ど
もたちに読譜を教えるために使用されていた
方法で、音階の各音を表すサインである。例
えば「do」は手を丸く握る、「si」は指をさす
ように人差し指をのばすなど、do、re、mi、
fa、so、la、siの７つのサインが決められてい
る12）。

（３）移動ド唱法

　階名唱法とも呼ばれ、それぞれの調の主音
（音階の第一音）から「do」、「re」、「mi」、「fa」、
「so」、「la」、「si」と歌う方法である。ハ長調で
は、Ｇの音は「so」と言うが、ト長調ではＧ
の音が主音なので、Ｇが音階の第一音になり

「do」と呼ぶ。例えば、ハ長調のＧ「so」、Ａ
「la」、Ｂ「si」、Ｃ「do」が、ト長調ではＧ「do」、
Ａ「re」、Ｂ「mi」、Ｃ「fa」と呼ぶのである。
　ハンドサインと同様に、ソルファ・システ
ムでも使われ、それは、楽譜の読めない一般
の人には、移動ド唱法の方が聞き取りやすい
のではないかという考えから考案されたもの
であった13）。
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Ⅴ　カール・オルフの音楽教育について

　オルフ（1895～1982）は、ドイツのミュン
ヘン出身の作曲家、音楽学者である。ダルク
ローズの、音楽と動きを伴うリズム運動の理
念に影響を受け、同僚と共に音楽と体育の学
校を創立し、ダルクローズの原理を基に創造
性と即興性を重視する音楽教育に努めた。ま
た、42歳の時に作曲した「カルミナ・ブラー
ナ」という曲においては、強烈なリズムの反
復や非和声音の使用など、彼の音楽の特徴が
示されている18）。
　オルフは、音楽には踊りや言葉といった動
作が伴うものであり、誰もが聞き役ではなく、
演奏する側になり、参加することができる音
楽を目指した。そのため、指導者が教え込む
教育ではなく、一人一人の子どもたちの持っ
ているものを引き出す教育を心がけた。子ど
もたちのアイデアを基に指導者も一緒に考え、
それぞれの子どもが自由に表現できるよう手
助けするものであった。その活動は柔軟で、
何かを完成することが目的ではなく、創造性
を高めるために即興的な経験を積む過程を
重視した19）。

１．即興演奏を習得するための方法

　リズムの要素やメロディー、動きのパター
ンなどを知らずに即興演奏することは難しい。
そこでオルフは、即興演奏ができるようにな
るための手助けとして、模倣から応答、そし
て、即興という流れで教育した。以下、リズ
ム即興の指導法について紹介していく。
（１）同時模倣

　指導者が行うリズムを同時に模倣する。例
えば、指導者が手拍子♫♫♩を叩きながら、
手拍子のリズムに合わせて「こんにちは」と

内的感情や考えたことを音楽的な身体表現と
して創り出す、これらの３つを柱にして構成
される。
　ダルクローズは、子ども達に音に興味を持
たせる方法の一つとして、即時反応の指導法
を導入した。例えば、強い大きな音が聴こえ
たら、象など大きい動物をイメージして動き、
弱い音の時はネズミのような小さな動きをす
るといった、音の強弱を体で表現しイメージ
を育む教育法である。それは強弱だけではな
く、速度や、音の高さ、リズムでも変化を付
けることで応用できる。
　さらに、音の変化を不規則に提示すること
で、子ども達は次にどんな音が聴こえるのか
期待するようになり、それによって予知能力
が高められる。遊び心を刺激され、音に対す
る興味が引き付けられれば、そこから集中力、
観察力、予知力、即時反応する力を養うこと
ができ、より子どもたちの創造性を引き出す
ことができるのである16）。
　そして、これらの音を柔軟に変化させるた
めに、指導者には即興演奏が求められる。ダ
ルクローズによって用いられる音楽は、楽譜
として書かれているわけではないので、指導
者はある程度の即興演奏能力が必要になる。
その場合、ピアノが使われることが多いが、
他の楽器が用いられることもある。
　また、リトミックは集団によるグループ学
習として展開されることも特徴の一つであり、
それは、子ども達が互いに表現していること
を動きとして捉え、呼応し合う喜びを感じる
ことができるからである。グループ学習によ
り、音楽的に刺激し合い、お互いの理解を深
めることができるのである17）。
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を用いて即興を実践した。ロンド形式とは、
反復される主題部Ａに、挿入部（Ｂ、Ｃ、Ｄ
など）が挟み込まれた形式のことである。例
えば、Ａ→Ｂ→Ａ→Ｃ→Ａ→Ｄ・・・と続い
ていく。ここでは、指導者のリズムがＡで、
その他のＢ、Ｃ、Ｄが子どもたちの即興部分
に当たる。
　ロンド形式は、リズムだけではなく、メロ
ディーや歌詞を伴う即興をする際にも活用で
きる。

（６）楽器を使った即興演奏

　（１）～（５）ができるようになったら、
手拍子の代わりに、打楽器を使って同じよう
に即興をする。オルフは使用する楽器の条件
として、①美しい音色の楽器、②簡単に音を
鳴らすことができる楽器、③丈夫な楽器をあ
げていて、弟子と共に独自の打楽器も開発し
た20）。
　このように、オルフは即興力を養うための
指導法を考案し、子ども達の創造性を導く音
楽教育に力を注いだ。

Ⅵ　研究実践の分析

　ここまで、乳幼児の聴力について、またコ
ダーイ、ダルクローズ、オルフェの教育法の
聴力に関する位置づけについて述べてきた。
今回の実践研究においては、歌うことや感じ
たままに身体を動かすことが難しい０、１歳
児が対象であることを考慮し、母親と一緒に
実践することにした。子どもの心により響く
音楽体験を実現するために、乳幼児を最も惹
きつけることができる母親の声による語りか
けや歌いかけを基本とする。母親に抱かれ、
安心できる環境で、母親を通じた声や動きの
振動を子供たちが感じることができるよう配

言葉で唱えることを繰り返し、子どもたちは
それを模倣する。

（２）再現模倣

　模倣を同時に行うのではなく、指導者の示
すリズムを後に続いて模倣する。同時模倣と
の違いは、子どもが模倣している時は、教師
は叩かないことである。

　指導者→子ども→指導者→　子ども
　♫♫♩→♫♫♩→♪♩♪♩→♪♩♪♩

（３）カノン模倣

　指導者の後に続いて、模倣する手法である。
例えば１小節４拍の場合、指導者が身体の部
位を４拍たたいて音を鳴らし、それを子ども
たちが４拍（１小節）遅れて真似するが、子
どもたちが再現する時、すでに指導者は１小
節先のリズムをたたく。

　指導者：肩肩肩肩→頭頭頭頭→足足足足
　子ども：　　　　　肩肩肩肩→頭頭頭頭

（４）応答

　（１）～（３）の模倣によって、色々なリ
ズムパターンを経験した子どもたちは、自分
でリズムを即興で応えることができるように
なっている。そこで、指導者（毎回同じリズ
ム）に続いて、子ども一人一人に即興で応答
させる。

　指導者→子どもＡ→指導者→子どもＢ
　♩♩♩→♫♫♩　→♩♩♩→♪♩♪♩

（５）即興

　（４）の応用として、オルフはロンド形式
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に座っていられるように、動きの小
さい上半身のストレッチに留める。

④音楽：ゆったりしたテンポの「ぞうさん」
のメロディーを使用した。ストレッ
チをする間は、音が途切れないよう
にくり返す必要があったが、８小節
の短い曲のため、前奏、間奏を加え
た。また、参加者の様子に合わせて
間奏の長さを柔軟に変えられるよう、
コード進行を変更した。メロディー
の最後は、通常はＩの和音で終わる
が、メロディー部分も間奏も自然に
つながり、途切れずにループさせた
かったので、前からのコード進行と
同じ流れのⅣ（Bb）で、あえて終
わりを作らないコード進行に変えた。
【譜例１】には、原曲のコード進行
（下）と今回使用したコード進行（上）
を載せている。テンション※を加え
た和音で伴奏することで、大人も楽
しめるバックミュージックになるよ
うに心がけた。

※テンションとは、３度ずつ積み上げられた
１、３、５、７度の和音に重ねられる９、11、
13度の音のことで、同じコードであっても
テンションの音が加わることで、和音に緊
張感が生まれ、響きを変えることができる21）。

（１）結果

　（ア）子ども達は、母親が首を回したり手
を上にあげたりするのを、膝に座りながら
ジーっと見ていた。（イ）母親になでられて
気持ち良さそうに座っていた。（ウ）母親の
動きを真似て、前の人の背中に触る子どもが
いた。他人の背中をさすることが思いがけな
いことだったのか、保護者から笑いが起こっ

慮した。その中で、上述の教育者の理念を基
に実践を分析していく。
　なお、今回取り上げる実践課題は、同年齢
を対象に実施した、２回の異なる講座内容か
ら抜粋したものであり、１回目の2018年11月
の講座では、コンテンポラリーダンサーの前
澤香苗氏にもご協力いただき、筆者とダン
サーと二名で進行した。また、２回の講座の
参加者のうち、数名は２度参加している。

１．実践の概要

・実施対象：８ヶ月～１歳半の乳幼児　約40
名（乳幼児＋保護者）

・使用楽器：シンセサイザー、シンセサイザー
内蔵のリズム機能

・実施日時①：2018年11月７日
　　　　　②：2019年２月20日
活動１

〈身体のストレッチ、親子、参加者と触れ合う〉
①概要：（ア）円になり、その円の内側を向

いて座り、子どもを膝にのせる。
ゆったりした音楽に合わせて、
母親自身がストレッチをする。

　　　　（イ）子どもに歌いかけながら、子
どもの身体を３拍子のリズムに
合わせてなでる。

　　　　（ウ）円のまま右に向きを変えて座
り、各自前の人の背中をさする。

②目的：（ア）、（イ）母親が歌いかけ、子ども
をなでてスキンシップを取るこ
とで、子どもの緊張をほぐす。
コダーイの歌唱や、ダルクロー
ズの身体表現を活用。

　　　　（ウ）初めて会う人と触れ合い、お
互いの距離感を縮める。

③配慮：ストレッチは、子どもが安心して膝
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とで子どもを上下させる。
　　　　（ウ）母親が、ピアノの伴奏に合わ

せて「かもつれっしゃ」を歌い
ながら、左右の膝を曲げたり伸
ばしたりする。

②目的：母親の動きによって、子どもがリズ
ムの拍（ビート）を感じる。ダルク
ローズの即時反応を活用し、音が止
まると動きも止まる楽しさを感じる。
音の高低を身体の位置によって感じ
る。

③配慮：子どもの反応を観察しながら、ピア
ノ伴奏の緩急を臨機応変に調節する。

④音楽：（ア）ブルースのコード進行で即興
演奏。ブルースは、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴ
の和音で構成される12小節の曲
のことで、基本的なコード進行
は、

 Ⅰ→Ⅳ→Ⅰ→Ⅰ→Ⅳ→Ⅳ→Ⅰ→
Ⅰ→Ⅴ7→Ⅴ7→Ⅰ→Ⅰである。

 最後の２小節に、Ｉの代わりに
循環コード（Ｉ、Ⅵｍ7、Ⅱm7、
Ⅴ7）を加え、セカンダリードミ
ナント（ドミナント7thの前に
５度上のドミナント7thの和音
を使用すること）などの代理

た。

（２）考察

　（ア）、（イ）初めての場所で緊張していた子
どももいたと思うが、誰一人、泣いたりぐずっ
たりせず落ち着いていたことから、マザリー
ズと歌いかけの効果を感じることができた。

（ウ）初めて顔を合わせる保護者が互いに背
中をさすりあうことで緊張がほぐれ、教室が
温かい空気に包まれた。膝の上に座っていた
子どもも、母親の和らいだ雰囲気を感じてい
るかのように、ゆったり落ち着いていた。マ
ザリーズと触れ合いによって、親子間、保護
者間の緊張がほぐれ、一人一人が安心しリ
ラックスできる雰囲気を作ることができたと
感じる。

活動２

〈膝の上でリズムや音の高低を感じる〉
①概要：（ア）膝の上に子どもを座らせ、音

楽に合わせて動く。合図によっ
て前後に動き、音楽が止まれば
その場で止まり、音楽の速さに
合わせて動きの速度を変える。

　　　　（イ）音の高低に合わせて、その場
でひざを曲げ、角度をつけるこ

【譜例１】「ぞうさん」の代理コード使用例
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歩き回るだけではなく、立ち止まって色々な
親子の動きを観察することも繰り返していた
ので、音楽に合わせて全員が同じ動きをする
様子が気になっているようだった。「かもつ
れっしゃ」では、動きに歌も加わり、子ども
も大人も楽しそうな姿が観察できた。参加者
たちに比較的馴染みのある曲を選んだので、
保護者も躊躇なく歌えたように感じる。（ア）
の音楽に関しては、速度を変えた時に、筆者
が意図した速さよりリズムを倍のテンポとと
らえて動く保護者がいたので、１拍目、３拍目
に強いアクセントが置かれるマーチのような
伴奏の方がわかりやすいように感じた。

活動３

〈全身でリズムアンサンブル〉
①概要：（ア）シンセサイザーに内蔵されて

いるボサノバのリズムに合わせ
て、指導者の示す４拍のリズム
パターンＡ、パターンＢの二種
類を手拍子で保護者が模倣する。
【譜例２】参照

　　　　（イ）（ア）の手拍子に加えて、その
場で左右足踏みをする。

　　　　（ウ）（ア）、（イ）と同時に、前に８歩、
後ろに８歩移動する。

　　　　（エ）２つのグループに分かれて、Ａ、
Ｂの両パターンの手拍子を合わ
せて全員で手拍子する。ピアノ

コード※を用いると、響きが変
化し深みのあるコード進行にな
る。

　　　　（イ）半音ずつ徐々に和音を高い音
域へ上げていき、最後にグリツ
サンドで一気に低い音域へ音を
下げる→繰り返す。

　　　　（ウ）「かもつれっしゃ」の曲を伴奏
によってテンポを変化させなが
ら、何度か繰り返す。

※代理コードとは、主要三和音（Ⅰ、Ⅳ、Ⅴ）
の代わりに用いられ、豊かな響きを作るこ
とができる22）23）。

（１）結果

　（ア）母親に背を向ける形で子どもを膝に
座らせる人もいれば、母親に顔を向けて座ら
せる保護者もいた。子ども達は、上下の膝の
動きに揺られて身を任せている様子だった。

（イ）膝を曲げて一気に下へ下がる時に、手
足をバタバタ動かして喜ぶ子どもの姿が見ら
れた。（ウ）「かもつれっしゃ」の曲が始まる
と、一人の子どもが何歩か歩いては他の子ど
もたちの様子をじっと観察し、また少し歩い
ては別の親子をのぞきこむような行動を繰り
返していた。

（２）考察

　手足を動かして表現する子どもの様子から、
音楽のリズムに合わせて自由に動くことが難
しい年齢の子どもも、母親の振動を通じて音
楽を体感していることがわかった。母親が音
の高低に合わせて子どもを上下させ、またリ
ズムに合わせて膝を揺らすことで、ただ音を
聴くより全身で音を感じることができた。「か
もつれっしゃ」で歩きだした子どもは、ただ

【譜例２】２種類のリズムパターン
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り、親の真似をして歩きだしたり、手拍子を
する行動が見られた。

（２）考察

　保護者の刺激になるように、少し複雑な動
きの課題にしたので、どの保護者も真剣にリ
ズム模倣に取り組んでいた。手足を同時に動
かすことが難しい人がいたので、時間に余裕
がある場合には、各自の練習時間を確保する
か、継続する講座の場合は、何度か繰り返す
ことで習得できるようになるのではないかと
感じた。
　相手チームの異なるリズムや、ピアノの
バッキングのリズムと合わせるアンサンブル
の楽しさは、一人では味わうことができない
ので、保護者にとって刺激になったように感
じる。沢山のリズムが鳴り響く中、親の楽し
そうな様子につられて足踏みをし、手をたた
く子どもの様子から、大人だけではなく、子
どもにも刺激を与えていることがわかった。

２．分析結果と考察

　続いて、各課題内容をコダーイ、ダルクロー
ズ、オルフの教育論に照らし合わせて分析し
ていく。
　活動１では、子守歌、マザリーズによって
子どもの安心できる環境を作り、コダーイが
重視した合唱や、リズムを身体で表現するダ
ルクローズの教育法を取り入れた。
　母親に抱かれて歌いかけられる声に、子ど
もは安心して耳を傾けることができる。人は
聴きたい音だけを選択して聴き取る、選択的
聴取を無意識で行っていて、これはカクテル
パーティー効果と呼ばれるが 25）、泣いたりぐ
ずったりした状態では、他の音を聴きいれる
精神的余裕はなくなってしまう。リラックス

のラテンバッキング、シンセサ
イザーのリズムも加える。

②目的：手拍子に加えて足でステップを刻む
ことで、全身でリズムを感じる。他
のグループの異なるリズムを注意深
く聴く。そして、そのリズムに引き
ずられてしまわぬよう、自分のグ
ループの音もよく聴き、リズムを理
解して再現する。異なるリズムが合
わさるアンサンブルの楽しさと、リ
ズムに合わせて全身で動くことの喜
びを感じる。子どもは親の動きから、
視覚、聴覚を働かせてリズムを感受
する。

③配慮：保護者全員がリズムをたたけている
か確認しながら、次のステップに進
む。

④音楽：ボサノバのリズムに合わせて、童謡
「どんぐりころころ」をモントゥー
ノ（シンコペーションを伴うリズム
パターンを繰り返し弾く、ラテンピ
アノ奏法24））を用いて、即興演奏。

（１）結果

　始めに、シンセサイザーに内蔵されている
リズムマシーンのボサノバのリズムを鳴らし
ながら、手拍子による同時模倣をした。これ
は全員できていたが、手拍子に足のステップ
が加わると、数名の参加者が難しそうにして
いたので、そのような場合は、手か足のどち
らか一つのリズムを刻むよう伝えた。また、
リズムパターンＡ、Ｂを同時に合わせた時に
は、始めは別のチームのリズムに流されてし
まう人もいたが、指導者に合わせて模倣をす
るうちにできるようになっていった。子ども
達は、座ってじっと大人の動きを目で追った
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ているサンバのリズムを基にした、２種類の
手拍子のリズムと、ピアノのリズムによって、
より複雑なリズムアンサンブルができた。そ
れぞれのリズムが呼応する喜びを感じ、音楽
的に刺激し合うことは、まさにダルクローズ
が掲げたグループ学習効果でもある。この活
動では、保護者が演奏側になったが、歩行で
きる子どもたちは、母親と一緒に手拍子やス
テップを踏もうとし、まだ歩行能力が確立し
ていない子どもたちは、座ったままリズムに
合わせて身体を動かしていた。保護者の２種
類の手拍子や、ピアノ、シンセサイザーのリ
ズムに加えて、保護者の足踏みステップから
床を伝わる振動で、子どもたちもリズムを「聴
く」ことができたのではないかと感じる。

Ⅶ　結論と考察

　本論文では、乳幼児の「聴く」能力に着目
し、コダーイ、ダルクローズ、オルフの教育
法が「聴く」ことをどのように位置付けてい
るか明らかにした。そして表現活動では、こ
れらの教育法を土台に、乳幼児が保護者を通
してどのように音を感受しているか事例分析
を行った。これにより、まだ言葉能力や、あ
るいは歩行機能が確立していない乳幼児でも、
母親を通して十分に音楽を「聴く」体験がで
きることがわかった。
　乳児と母親の関係について、ギブソンと
ウォーク（Gibson, E.J. & Walk, R.D.）は、子
どもは母親の表情を敏感に感じ取り、母親の
表情が嬉しそうな場合は安全、悲しそうなと
きは不安に感じることを、実験により明らか
にした。彼らは、母親の表情が子ども自身の
行動を決定する判断材料としている26）。この
ことから、母親の好きなものは子どもも自然
に受け入れ、母親の価値判断が子どもに影響

した状態でこそ、子どもは集中して音に興味
を持つことができる。子どもの緊張を和らげ、
安心させるために、マザリーズは大きく作用
しているのである。
　その他、活動１で行った、前の人の背中を
さする動作では、３拍子のリズムに合わせて
手を動かすことで、前の人に自分の３拍子を
伝え、自分も後ろの人にさすられることでリ
ズムを感じることができる。これはダルク
ローズの重視した、リズムを身体で感じるこ
とにつながる。子どもが誰一人ぐずらずに母
親に身を任せていた様子や、触れ合うことで
見られた保護者の和らいだ笑顔から、皆の緊
張を解きほぐし、音を自然に受け入れる雰囲
気を作る、音楽療法のような効果が観察できた。
　活動２では、ダルクローズの重視する、身
体でリズムを捉えることに加え、即時反応を
育む教育法を活用した。それは、音を物や動
物に例え、音の強弱や速度に変化を加えてイ
メージをつかむことが目的である。課題２で
は、電車に乗っているイメージを設定したが、
音の不規則な変化に、次はどんな音が鳴るの
か予知能力が刺激され、音に対する興味が高
まる。手足をバタつかせて喜ぶ子どもの姿か
ら、母親の膝の上下動から伝わる振動と音が
相まって、身体全体で音を聴くことができた
結果ではないかと感じる。
　活動３は、オルフが目指したように、誰も
が聞き手ではなく、演奏側になるための内容
を実践した。手法は、オルフのリズムの同時
模倣を活用した。手拍子模倣から始め、足踏
みも加える。手と足が異なるリズムだが、こ
の足踏みは、腰を左右に動かす動きを加える
と、サルサダンスのステップのような動きに
なるため、音楽に合わせて動きやすいのでは
ないかと考えた。シンセサイザーに内蔵され
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を与えることがわかる。ゆえに、保護者が積
極的に音楽活動に参加し、楽しんでいれば、
乳児は安心して音楽に向かい合うことができ
るのである。母親による歌いかけや語りかけ、
母親の身体の振動を通して感じるリズムや響
きこそ、子どもに音楽の喜びを伝える一番効
果的な方法である。乳幼児の時期に、このよ
うな音に集中して耳を傾ける機会を与えるこ
とで「聴く」力は養われていくと感じる。
　今回は、０、１歳児を対象にした事例研究に
取り組んだが、実践した研究は、今回取り上
げた音楽家三名の教育法のごく一部に限られ
ている。リズム運動を重視したダルクローズ
や、創造性と即興演奏を発達させる教育方法
に取り組んだオルフ、そして内的聴力を育て
るための読譜メソッドや、歌唱に力を入れた
コダーイの教育法では、対象年齢により様々
な取り組みができる。年齢層を広げた場合に
どのような反応が見られるのか、今後の課題
として、実践、検証していきたい。
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